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             4. 木質燃料の生産（14）         20260611 

燃料用丸太の天然乾燥 
 燃料用丸太の天然乾燥とは、伐倒後一定⾧さに玉切りした丸太を林地や

土場に一定期間積み置きし、太陽熱や風の作用によって水分を蒸発させる

方法である。人工乾燥に比べて乾燥期間は⾧いものの、条件によっては燃

料として相応しい水分率まで、設備やエネルギーをほとんど必要とせず、

低コストで乾燥できる。乾燥によって発熱量が向上し、輸送効率や燃焼効

率も改善される。乾燥効果は樹種、伐採時期、丸太寸法、樹皮の有無、積

み方、気象条件などに左右されるため、適切な保管方法の選択が重要。 

丸太乾燥の仕組み：皮付き丸太の天然乾燥では、木口面からの水分蒸発

が主体となる。これは、木材中の水分移動が、樹心から外周に向かう半径方向に比べて繊維方向（軸方向）

で著しく大きいためである。さらに、丸太外周は樹皮に覆われており、樹皮が防湿層として作用して蒸発を

抑制する。一方、木口面では導管や仮道管の開口部が直接外気に接するため、水分が内部から供給されやす

く、蒸発も盛んである。乾燥初期には、自由水が比較的容易に移動・蒸発するため乾燥速度は速い。これに

対し乾燥後期には、自由水の減少に伴って水分移動抵抗が増大し、細胞壁中の結合水に拡散が相対的に重要

となるため、水分移動速度は低下し、乾燥は穏やかに進行する。   

丸太乾燥マニュアル：皮付き短幹丸太の天然乾燥を対象とする。 

①丸太仕様：燃料用丸太の乾燥促進法として、葉枯らし乾燥、剥皮乾

燥、割材乾燥なども知られているが、これらは追加作業を伴うためコス

ト増となる。低コスト生産を重視する燃料材では、一般に皮付き丸太の

まま乾燥する方法が適している。燃料用丸太はわが国では 2m 材が多い

が、中欧では丸太の取扱い作業の効率化から 4m 材造材が主となってい

る（図表 4.20）。 

②伐倒時期：一般に冬季伐採が推奨される。これは春から夏にかけて乾

燥が進みやすく、十分な乾燥期間を確保できることに加え、虫害・腐朽

リスクが小さいためでもある。なお、冬伐材は含水率が比較的低いとの

認識は必ずしも正しいとはいえない。一方、発電用燃料材のように通年

需要がある場合には、伐採時期を冬季に限定することは困難であろう。 

③丸太集積方法：排水が良く、日当たりと風通しに優れた林地または土

場に集積する。丸太は軸方向を卓越風向に合わせて配置して木口面から

の水分蒸発を促進する。また、敷木（りん木）の上に積み上げることで

地面からの吸湿を防ぎ、集積内部の通風を確保する。 

④雨掛かり防止：わが国では、とくに梅雨や台風などにより降雨や高湿度の影響を受けることが多いため、

積み上げた丸太は上部のみを簡易な屋根やシートで覆い、雨水の浸入を防ぐことが望ましい。ただし、側面

まで覆うと通風が妨げられるため避ける（図表 4.20）。 

⑤乾燥期間：樹種や気象条件等によって異なり、一般に 6 か月～1 年程度を要する。具体的には、乾燥後の

燃料品質との関係に関する知見を蓄積し、適切な乾燥期間を決定することが望ましい。 

図表 4.19 燃料用丸太の天然乾燥 

図表 4.20 中欧での燃料用丸

太の天然乾燥 


